


















































































CATION CENTER）である。2017年 9月 7日に調査を行ったクラスは、日本留学、タイの
日系企業への就職を目標とするインテンシブクラスである。このクラスでは、13名の少人








































































































































総数 割合 異なり語数 割合 総数 割合
異なり
語数 割合
意味（①②⑤⑦） 28個 46％ 22個 43％ 2個 3％ 2個 6％
形（③④） 22個 36％ 19個 37％ 39個 66％ 19個 58％
頻度（⑥） 10個 16％ 9個 18％ 13個 22％ 9個 27％
学習順（⑧） 1個 2％ 1個 2％ 5個 8％ 3個 9％
読みやすさ（⑨） 0個 0％ 0個 0％ 0個 0％ 0個 0％
その他の興味（⑩） 0個 0％ 0個 0％ 0個 0％ 0個 0％







































































































1 雨 2 1
2 行 1 1 3
3 一 5 1 2
4 犬 2
5 海 1 1
6 風 2 1
7 金 3
8 川 1 4
9 口 1 5 1
10 三 1 1 1
11 食 1 1
12 楽 1 1
13 出 3
14 二 3 2
15 入 1 1
16 林 1 1
17 日 1 1
18 人 3
19 冬 3
20 本 1 1
21 水 3
22 森 1
23 山 1 6
― ２４ ―
る。その中で、熟語として挙げられたものも一個ずつの漢字に分け、重複を排して一覧表示







め、便宜的に『漢字マスター N 4、N 5』（アークアカデミー）で扱われている漢字を参考
に、以上 67個の漢字の特徴について述べる。『漢字マスター N 5』で取り上げられている漢
字は 118字、『漢字マスター N 4』で取り上げられている漢字は 209字、そのうち象形文字
は、それぞれ 52字（約 44％）、39字（約 19％）である。同テキストの N 4と N 5の累計の










ち、簡単な絵を描いて、分かりやすく成り立ちを説明できる漢字は N 5、N 4で学ぶ数十文

























































３ バンコク（タイ）の中心部で開校されている、在籍者数約 450名の日本語学校。（所在地：2303 23

















８ JEDUCATION CENTER での調査で挙がった以下 64個の漢字、漢字語彙のうち、四角で囲んだも
のが、ラオス国立大学でも挙がった漢字、漢字語彙である。39個が重複している。
明、新、雨、嵐、行、一、犬、今、歌、馬、海、終、学生、風、金、川、木、薬、
口、車、黒、語、答、魚、寒、三、十、小、好、世界、食、田、大、楽、旅、茶、
土、出、東北、鳥、何、習、二、肉、日本、入、花、林、火、日、東、人、冬、文、
本、水、無料、目、森、休、山、世、料理、私
なお、重複していない 25個の漢字、漢字語彙のうち、「三、入」のみが「覚えやすい漢字」として
挙がっているもので、残りは「好きな漢字」として挙がっているものである。ここでは、「形を覚
えやすい漢字群」が、日本語学習者の国籍に関わらず、共通に覚えられている漢字なのではないか
という指摘にとどめる。一方、「好きな漢字」の記憶については、学習者の母文化が影響している
可能性があることを示す。
日本語学習者の漢字習得プロセスについて考える
― ２７ ―
９ 象形文字の定義および判別は、白川（2012）による。
１０ ある被験者は、「川」という漢字の出力理由に川の絵を描き、「形が似ていますから」と書いてい
た。
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